
第 ２ 章　 プロバイダービジネス　･･国内プロバイダーの動向

資料2-2-1　郵政省に届け出られている国内プロバイダー数の推移(1997 年3月～1998年3月）
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資料2-2-2　 プ ロバイダー別管理ドメイン数の推移
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l 重;ll JPNIC資料を元に作成

プロバイダーの増加と階層化

国内プロバイダーは、1997 年3 月のl,703 社に 対して1998 年3 月

で2,661 社 を 数えるようになった（資料2-2-1)｡ 、し かし、実際に

サービ スを提供しているプロ バイダーは、1.000 社 前 後と見られ、

ほかは|･ 分な資金を持たない、･jf業計11111が､y たな い、技術に乏し

いなどの理山で事業展開を見合わせていることが多い、 一般 第 １

種の電気辿fぶJt袰名･のJI山1111は きわめて容易にできるからである。

プロ バイダーの階層化と横へのつながりが増えてきた｡ い わゆ

る　･次 プロ バ イダ ーは、JPNIC の 会 員でAS  (Autonomus

System) 香り･を 取得してお り、国際川内の バッ クボーン1111線を

自前で持ち、そのドにい わゆる1 次プロバイダーを接続して ド位

プロバイダーのトラフ ィックを|吸収している、 ﾄﾞ位プロバ イダー

がマルチホーム（複数の 一次プロ バイダーにつながること）を始

めているし、1 次プロバイダーが、ある 凵、卜｡位 のプロ バイダー

への依存を減らしてJPNIC 会員になり、アドレスの巾､IIlj、ド メイ

ト インターネット白書'98 ｱ４

ン名の登録を1111ﾐ接取 り扱うようになる事象も増えている、地域の

アクセスプロバイダーがLAP （ 目 本地域プロバイダー區 会:P77

参照 ）を結成したことも、目立った現象である。 今川、アクセス

メディア・ インターナショナルが行った個人向け 調香では、こう

いうプロバイダー業界の構造にとらわれるこ となく、アクセ ス川

線がａ富なプロバイダーがI こ位になっている（資料2-2-3) 、つ ま

り、資金力の剽;1’なプロバイダーが安いダイヤルアップサービス

を提供するところ に人気が沸く（資料2-2-4 : P76 ）つそこに、プ

ロ バイダーの競合がすでに力ずくの、体力勝負の|lt界に 入ってき

たことが見てとれるだろう。

プロバイダーの経営

この1年間で、いくつものプロバイダーの倒産、事業閉鎖など

に追い込まれる事態が生じている、経営努力に関わらず、資金繰

りが苫しいのは現在の不況によるものであろう、しかし、日本経



管理ドメイン数ではＯＣＮがトップ

資料2-2-3　 契約プロバイダー名（一般ＶＳウェブ回答者）
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済の構造を指摘する前に、電気通信事業の構造の闘題を指摘しな

ければならない。プロバイダーの'｣1……裘収支を圧辿する最人の要囚

は、川線料である。 経済状態の悪化によって最初に支払いが滯る

のは、川線料が支出の大きな比率を占めるからである。現在のア

ジア帽こ111を 襲った貨幣価値の下落の中でも、川線朴未払いのケー

スが続出している。

1111線 料が、現行の3 分 の1以 下になるような、1111線 設備のコンセ

プトを改革するような手段がないと、プロバイダーは息をついて

いくことがで きない。第 一種電気通訌=I隹業者( コ モンキャリア)

だけが､ 体力に任せて赤字のサービスを継続するような事態では、

プロ バイダー間における公正有効競争は担保されない。

専用線ベースとダイヤルアップ

JPNIC の会員であるプロバイダーは、保有ドメイン数で年会費

を払う。ドメイン数の増え方はJP.NIC で1年に2万件弱である。

75

1997 年はＮＴＴ-ＯＣＮのめざましい 進撃の年であっ た｡､1998 年3 月

末までに9.000 件近 くを数えて、ド メイン数ではＮＴＴ-ＯＣＮがトッ

プを誇り、2 位、3 位 には3,000台 でIIJとTokyoNet が 続 く（資料2-

2-2)。 ド メイン数は専川線顧客数にバーチャルドメイン登録を加

えた数になるため、専川線顧客の人きさを小す指標にはなりにく

いが、･ 定 の指標にはなる。 ＮＴＴ-ＯＣＮが、コモンキャリアの力

を背景に価格破壊を行って進撃している事態を批判的に見ている

プロバイダーは少なくない。

ダイヤ ルアップサービ スを主にするプロバイダーで最人規模を

誇るのは、NIFTY SERVE で あ る。国際的にも、CompuServe を

買 収したＡＯＬ（1,200 万 ユ ーザー）に次いで、 第2位 に位置する｡.

NIFTY SERVE は10 年 の歳月を経て250 万を 超えるユーザーを獲

得した。パソコン通祐からインターネットのシステムに切り替え

る路線を催進している（P78 参 照 ）。

インターネット白書'98<



第２章　プロバイダービジネス　ト コモンキャリア進出の波紋

資料2-2-4　 プロバイダ ーの選択理由 （一般ＶＳウェブ回答者）
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電気通信事業法の問題

第1 種電気迦信IJr業者がi モであるプロバイダーの此Ｗで、電気

通信･jf剽 去が持つ意味は人きい、コモンキャリアの ミ種ljf業 口 ゜

ロバイダー'Jt黔 進 出の前に、それとIx 別した･μ業構造が成り､y

ちにくくなっているからである　 要するに川線賞川の解決策をコ

モンキャリアは内包してお り、l 種･μ業者のプロバイダーは持た

ないからである、郵政竹は、第1 種電気通 仁Iμ業社が1111線 設備を

保右してよいかという問題を諮問にかけ、そこで出た結､論は｢ ア

クセス川線に限って 一部保右を認める｣ というものであったI.こ

れでもわずかの前進だろうが、電気通信巾場の完全開放 ｇビッグ

バン〕に向かう中で、意味のあるこ となのだろ うか 、今話題の

ＡＤsL を 使川ll｣'能 に するために、ドライカッパーとＮＴＴＪ.J舎の

開放、ダークファイバーの開放といった対策が必要である、現在

のコモンキャリアに縛られたところからプロバイダーが飛躍する

ためにも、電気通f,lljf業法がしめかせになるのではいけない｡

プロバイダーを取り巻く諸問題

(1) 料金値下げ

各プロバイダーがこぞって値ドげに踏み切り、引|｣線とダイヤ

トインターネット白書'98 ｱ６

ルアッブは国際的に見ても安い料金になったI. しかし、プロ バイ

ダーの収益構造がなんら改 片されないままの値ドげは、第 一種屯

気通信ljf業 者が強みを発抑 する形になっている、現在、プロバイ

ダー'μ杲を継続するうえで各社とも名二境にヽyつているが、郵政竹

の対応は、■JUS* の レベ ルをllげ てい くことに終始し、事業名･の

＆|捐に関わるところがない 、コモンキャリアがl 種Iμ業を展開す

ることに対して何も規制をしてこなかったことが原囚である、

(2) 警察の風営法改正など

インターネットL でアダルトコンテンツを展開する業者を取り

締まろうとする風営法改IIﾐが国会にll程されて謡題を呼んだ、こ

の中には、町初プロバイダーの責任を追及する条項が書かれてい

たが、各プロバイダーと|･11体から批判を浴び、いささかの後退を

兒た、プロバイダーの|'囗ﾓ的な規制を強めることを、テレコムサ

ービス|嶌会のガイドライン制定などの自土努力で進めることが望

ましい　プロバイダーは、顧客のサーバーが扱う情徹内容に立ち

入ることを避けながら、公序良俗を守る姿勢を示す必･妛がある。

(高僑 徹 一川本インターネット|嶌会会長)
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